
2021年4月1日
水道施設におけるインフラメンテナンス分野への
新技術導入促進に向けた取組について

令和４年３月28日
EBPMアドバイザリーボードに向けた事前打合せ

厚生労働省 医薬・生活衛生局水道課

【社会資本整備等】 ２．効率的・効果的な老朽化対策の推進：国交省、農水省、厚労省、文科省、環境省 参考資料４
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調査対象：大臣認可の水道事業等 444事業
（上水道事業及び水道用水供給事業）

インフラメンテナンスにおける新技術導入促進に向けた取組

• 水道施設の点検を含む維持・修繕の実施にあたっては、新技術を積極的に活用し、水道施設を良好な状態
に保ちつつ、長寿命化を図ることが重要である。

• 厚生労働省では、「水道施設の点検を含む維持・修繕の実施に関するガイドライン」において水道事業者
等に新技術の採用を促している。また、新技術の導入に関する実績調査や（公財）水道技術研究センター
(JWRC）と連携した新技術の事例集（具体的な点検方法や活用事例等）の取りまとめなど新技術導入を促
進させる取組を行っている。今後、新技術活用に関する財政支援を行う予定。

新技術のイメージ 水道施設の点検を含む維持・修繕にかかる

新技術を導入している水道事業等の数及び割合
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振動センサーを活用した水道管
の漏水検知システム

ドローンを活用した点検を行う技術

タブレット等の端末を活用した
維持管理情報等を管理する技術

出典：株式会社日立製作所提供 出典：堺市上下水道局提供

出典：厚生労働省資料 1515



水道施設の点検を含む維持・修繕に関する新技術事例集

• 令和３年度から（公財）水道技術研究センター（JWRC）において、新技術を用いた具体的な点検方法や活
用事例を事例集としてとりまとめる取組を開始。

• これまで令和３年２月時点で12事例を掲載。

• JWRCでは、今後も定期的に新技術の事例を公募し、拡充していく予定。

新技術事例集の構成 主な掲載技術

162

振動センサーを活用した水道管
の漏水検知システム

水質モニターを活用した排水管理
を行う技術

水中ロボットを活用した水道施設の
調査および清掃をする技術

出典：JWRC 出典：JWRC

出典：JWRC

新技術情報

〇水道施設の分類

〇技術区分

〇キーワード

〇新技術名称

〇新技術の概要

〇新技術の特徴（適用範囲・効果等）

〇技術評価・成果確認等実績等

〇導入事業者

〇導入事業者からのコメント

〇その他（特記事項）

〇新技術紹介サイト

〇問い合せ先

1616



新技術活用に関する財政支援

• 令和４年度予算（案）において、水道事業におけるIoT活用推進モデル事業の対象へIoTを用いない新技術
の導入事業を加える予定。

• IoTを用いないが、事業の効率化や付加価値の高い水道サービスの実現を図るための新技術導入を支援する。

I o T活用推進モデル事業でのこれまでの採択事例 対象範囲のイメージ

162 172IoT 新技術
・水道情報活用システム

・スマートメーター

・AIを用いた
管路劣化診断など

・ドローン
・水中ロボット
・管内カメラ
など

IoTを用いない

スマート水道メーターの導入（豊橋市水道局）

・市内全域の水道メーター検針の自動化に向けた先行取組。

・水道・電気・ガスの共同検針を導入することにより、検針業務の効率化。

・取得したデータは、使用者に対し見える化サービスを提供するとともに、漏水の早期発見など利活用。

・将来的に類似業務における連携・統合等業界を超えた新たな業務モデルの構築につなげることを視野。

スマート水道メーターとは、
遠隔で検針値等のデータを
取得でき、指定された時間間
隔もしくは一定水量の使用ご
とにデータ送信ができる水道
メーターをいう。

水道スマートメーター

IoT活用推進モデル事業で対象外となっている新技術を対象

●
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